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WebSphere Application Server は、Java EE 5の全面サポートと認定、Webサービス機能拡

張など幅広い機能をご提供することによって、既存のバージョンをさらに拡張します。
■ 最新バージョン V7.0 のハイライト

業界標準で最新テクノロジーをサポートするWebアプリケーション・サーバー

WebSphere Application Server, V7.0 for System i

Web化支援ツール

■IBM i, i5/OSバージョン V5R4、V6R1
SW、HWの最新稼動環境は下記URLでご確認いただけます。
→ http://www.ibm.com/software/webservers/appserv/doc/latest/prereq.html

お問い合わせ

日本アイ・ビー・エム㈱あるいはIBMビジネス・パー
トナー営業担当員までご相談ください。
製品情報のURL 
http://www.ibm.com/jp/software/websphere/

IBM
Power Systems 
IBM i

Java EE 5をはじめとした最新仕様への対応
– EoD：単純なことを簡単に
– しかし，複雑なことも実現可能
セキュリティ
– マルチ・セキュリティ・ドメイン， Kerberos 認証とシングル・サインオンのサポート
– システム監査機能
高度な管理機能
– 大規模な分散環境で管理のオーバーヘッドを軽減するフレキシブル・マネジメント
– 複数EAR/WAR/ライブラリで構成されるアプリケーションを統合管理するBLA
– 集中インストール・マネージャー
– プロパティ・ファイルベース構成ツール
パフォーマンスの向上
– IBM Java SE 6 による共有クラス・キャッシュ機能の向上
– 64bit WASにて、32bit WASと同等のメモリー使用量とパフォーマンスを実現
– ランタイム・プロビジョニング，ランタイム・コンポーネントの非同期スタート
– Webサービスの大幅なパフォーマンス向上


